












要約:Maternal PKU の治療は、妊娠前より、母体に Phenylalanine(Phe)制限食を行うこと

が原則であるが、高Phe 血症において見られる他のアミノ酸の減少を、それらのアミノ酸

を母体に投与することによって補う必要があるという考え方がある 1)2)。今回我々は、

maternal PKU においてこれらのアミノ酸の投与が、その胎児にどのような影響を及ぼす

のかを調べるために、Phe 負荷妊娠ラットに他のアミノ酸やブドウ糖、インスリンを投与

して、母鼠とその胎仔の脳、肝臓、血清への[14C]Leucine の取り込みについて検討した。

Phe 負荷により、母鼠脳、胎仔脳、胎仔肝臓、胎仔血清において[14C]Leucine の取り込み

が減少するが、ブドウ糖、Tyrosine の投与により胎仔血清、胎仔肝臓で改善を認めた。

インスリンや Methionine、Lysine の投与では改善を認めず、Histidine の投与ではかえ

って悪化を認めた。

母体の高 Phe 血症における胎仔の血清、肝臓での[14C」Leucine の取り込みの減少が、ブ

ドウ糖、Tyrosine の投与により改善したことは、maternal PKU においてブドウ糖や

Tyrosine の投与が、胎盤でのアミノ酸輸送に好影響を及ぼす可能性が考えられた。しか

し、母鼠脳、胎仔脳において改善を認めなかったことは、投与量など今後検討する必要が

あると思われた。


